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町議会全員協議会 

 

町議会本会議  

東栄中学校卒業式 
フッ素塗布  

健康づくり大学　　　ことばあそび 

  

町議会予算特別委員会　　　　　　　　　
さわやかクラブ・健康体操 
巡回職業相談10：00～産業会館 

骨粗しょう症予防教室 

町議会文教福祉委員会 
ベビママふれあいサロン 

 

 東西薗目・下川 
 空手教室 

東栄町消防観閲式 親子人形劇 

町議会総務経済委員会  

町議会一般質問 カナダ・メドウリッジ校来訪 

東部小学校植樹式  

親子教室 

 

町議会本会議 

東栄・東部・奈根小学校卒業式 
東栄小学校閉校式 

 

 

健康体操 

乳幼児検診 

 

本郷・下川保育園卒園式 

  

奈根小学校閉校式 御園・足込 
東部小学校閉校式  

 

  
 

  
 

  

春分の日 

  

 

緑風園生きがい 
デイサービス 

生涯学習 

 

1月 

2火 

3水 

4木 

5金 

6土 

7日 

8月 

9火 

10水 

11木 

12金 

13土 

14日 

15月 

16火 

17水 

18木 

19金 

20土 

21日 

22月 

23火 

24水 

25木 

26金 

27土 

28日 

29月 

30火 

31水 

～表紙の写真について～ 人口と世帯（1月末日現在） 

納税等（納期限3月31日） 

住民基本台帳+外国人登録 

人　口 4,058人 （－4） 

 男 1,891人 （－4） 

 女 2,167人 （±0） 

世帯数 1,721世帯 （＋1） 
※（　）内は前月比 

国 民 健 康 保 険 料  

後期高齢者保険料 

介 護 保 険 料  

保 育 料  

水 道 使 用 料

下 水 道 使 用 料

農業集落排水使用料 

住 宅 使 用 料

　2月 13日、東栄町少年野球チーム「ファイアー

ズ」の練習風景です。この日は6年生の卒団式で、

毎年恒例の親子交流試合。「ファイアーズ」では

新規メンバーを随時募集しています。毎週土曜の

練習以外にも、名古屋ドームでプロ野球観戦など

楽しい企画がいっぱい！野球を通してみんなで楽

しみましょう。

★問い合わせ先／監督：原田安生　79－ 3176

　　　　　　　　代表：伊藤桂子　77－ 0588

★入団資格／小学校 1年生から 6年生の児童

　　　　　　（男女不問）

写真下／ 2月 3日、本郷保育園と下川保育園で

豆まきが行われました。園児たちの元気なかけ声

に、鬼はすぐに逃げていきました。
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東栄町の小学校
　

東
栄
町
の
小
学
校
は
、
現
在
、
東
栄
小

学
校
・
東
部
小
学
校
・
奈
根
小
学
校
の
3

校
で
す
。
そ
の
3
校
が
統
合
し
、
平
成
22

年
度
4
月
よ
り
新
し
く
東
栄
小
学
校
が
発

足
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
で
は
、
統
合
に
向
け
、
平
成
20
年
度
に

東
栄
町
が
目
指
す
学
校
教
育
の
基
本
方
針

を
か
か
げ
、
東
栄
町
小
中
学
校
長
会
に
研

究
を
委
託
し
、
研
究
結
果
を
も
と
に
新
し

い
学
校
創
り
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

●
東
栄
町
が
目
指
す
学
校
教
育
の

基
本
方
針

　

地
域
の
教
育
力
を
結
集
し
、
東
栄
町
の

宝
で
あ
る
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
個
性
や

人
格
の
尊
重
を
基
盤
と
し
て
、
心
身
の
調

和
的
な
発
達
を
図
り
、
生
涯
に
わ
た
り
自

己
実
現
を
期
す
る
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も

を
育
成
す
る
。

1 

基
礎
的
・
基
本
的
な
力
を
確
実
に
身
に

付
け
、
自
ら
考
え
学
び
と
る
子

2 

命
を
大
切
に
し
、
心
身
の
た
く
ま
し
さ

と
社
会
性
を
身
に
付
け
る
子

3 

郷
土
の
自
然
・
文
化
・
歴
史
に
学
び
、

ふ
る
さ
と
東
栄
を
愛
す
る
子

○
東
栄
小
学
校

　

卒
業
式

　
　

3
月
19
日　

午
前
9
時
か
ら

　

閉
校
式

　
　

3
月
19
日　

午
前
11
時
か
ら

○
東
部
小
学
校

　

卒
業
式

　
　

3
月
19
日　

午
前
9
時
30
分
か
ら

　

閉
校
式

　
　

3
月
27
日　

午
後
1
時
か
ら

○
奈
根
小
学
校

　

卒
業
式

　
　

3
月
19
日　

午
前
9
時
30
分
か
ら

　

閉
校
式

　
　

3
月
27
日　

午
前
10
時
か
ら

○
東
栄
小
学
校

　

開
校
式

　
　

4
月
8
日　

午
前
9
時
か
ら

　

入
学
式

　
　

4
月
8
日　

9
時
45
分
か
ら

「
共
育
」
を
め
ざ
し
て 

東
栄
小
学
校
長　

竹
内 

正
純

　
「
地
域
か
ら
子
ど
も
の
声
が
聞
こ

え
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
…
。」
と

閉
校
式
で
御
挨
拶
さ
れ
た
区
長
さ
ん

は
じ
め
地
域
の
み
な
さ
ん
の
苦
渋
の

決
断
を
大
切
に
し
、「
統
合
さ
れ
た

各
校
の
よ
さ
を
生
か
し
た
学
校
経
営

を
し
た
い
。」
と
願
っ
て
学
校
創
り

に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

夏
の
暑
さ
や
凍
て
つ
く
寒
風
の

中
、
登
下
校
や
校
外
活
動
を
毎
日
見

守
っ
て
い
た
だ
い
た
方
。

　

ふ
る
さ
と
学
習
で
の
協
力
・
学
習

材
料
の
提
供
・
環
境
整
備
へ
の
協
力

等
、
献
身
的
に
取
組
ん
で
い
た
だ
い

た
方
。

　

行
事
の
た
び
に
お
越
し
い
た
だ
い

て
激
励
・
助
言
の
お
言
葉
を
い
た
だ

い
た
御
来
賓
の
み
な
さ
ん
。

　
「
飛
ぶ
教
室
」
を
全
面
的
に
支
え

て
い
た
だ
い
た
老
人
ク
ラ
ブ
や
地
域

づ
く
り
の
み
な
さ
ん
。

　

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
物
心
両

面
に
わ
た
っ
て
御
支
援
い
た
だ
い
た

各
区
の
み
な
さ
ん
。

　

子
ど
も
の
く
ら
し
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
た

だ
い
た
保
護
者
や
家
族
の
み
な
さ
ん

等
…
…
。
4
年
間
で
、
1
万
人
を
超

え
る
来
校
者
と
協
力
者
に
支
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
校
創
り
の
道
程
は
決
し
て
平
坦

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
励
ま
し
、
育
て

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
一
緒
に
喜
び
、
一
緒
に
乗
り
越

え
、
一
緒
に
創
る
、
だ
か
ら
共
育
」

今
、
こ
の
言
葉
を
実
感
し
、
感
謝
の

念
で
一
杯
で
す
。

平
成
22
年
度　

3
・
4
月
の
予
定



　

東
栄
町
小
学
生
の
人
数
は
、
左
の
グ

ラ
フ
の
と
お
り
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
と
ご
理
解
を
得
、
複
式
学
級
で
の
学

習
な
ど
、
少
人
数
に
あ
っ
た
教
育
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
何
度
か
統
合
を
行

い
、
地
域
同
士
の
交
流
も
広
範
囲
と
な
り

ま
し
た
。

東栄町の小学校
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平
成
2
・
3

　

下
川
小
学
校
閉
校

（
全
校
児
童
数
80
名
）

　

中
央
小
学
校
閉
校

（
全
校
児
童
数
86
名
）

　

東
薗
目
小
学
校
閉
校

（
全
校
児
童
数
10
名
）

　

御
園
小
学
校
閉
校（

全
校
児
童
11
名
）

　

足
込
小
学
校
閉
校（

全
児
童
数
6
名
）

平
成
2
・
4　

 

　

 

下
川
小
学
校
と
東
薗
目
小
学
校
が

統
合
、
東
部
小
学
校
開
校

　

 

中
央
小
学
校
・
御
園
小
学
校
・
足

込
小
学
校

平
成
18
・
3

　

月
小
学
校
・
中
設
楽
小
学
校
閉
校

　

 （
全
校
児
童
数  

月
小
15
名
・
中
設

楽
小
19
名
）

平
成
18
・
3

　

中
央
小
学
校
閉
校

（
全
校
児
童
数
35
名
）

　

旧
下
川
小
学
校
は
、
昭
和
30
年
、

軒
山
の
地
に
新
築
・
移
転
さ
れ
、
下

田
地
区
を
見
守
る
よ
う
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
2
年
、
下

川
小
学
校
と
東
薗
目
小
学
校
が
統
合

さ
れ
「
東
部
小
学
校
」
が
産
声
を
上

げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
20
年
経
っ
た

今
年
、
東
栄
小
学
校
と
統
合
し
、
新

「
東
栄
小
学
校
」
と
し
て
軒
山
の
地

を
離
れ
ま
す
。

　

20
年
間
で
、
198
名
の
「
東
部
っ

子
」
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
平

成
17
年
度
か
ら
は
「
げ
ん
き
で
な
か

よ
く　

し
ん
け
ん
に
」
の
校
訓
が
掲

げ
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
こ

の
校
訓
を
意
識
す
る
し
な
い
に
か
か

わ
ら
ず
、
い
つ
で
も
こ
の
姿
は
見
ら

れ
ま
す
。
雪
の
舞
う
寒
い
朝
で
も
、

登
校
す
る
や
い
な
や
元
気
に
運
動
場

へ
飛
び
出
し
サ
ッ
カ
ー
に
興
じ
る

子
ど
も
、
遊
ん
で
い
て
も
、
転
ん
で

泣
い
て
い
る
子
ど
も
が
い
れ
ば
、
み

ん
な
で
駆
け
寄
っ
て
心
配
す
る
子
ど

も
、
勉
強
や
花
壇
の
手
入
れ
、
掃
除

に
真
剣
に
取
り
組
む
子
ど
も
、
ま
さ

に
校
訓
が
生
活
の
中
に
根
付
い
て
い

ま
す
。

　
「
東
部
っ
子
」
は
保
護
者
と
地
域

と
学
校
が
手
を
携
え
て
創
り
上
げ
た

「
宝
」
で
す
。
東
部
小
学
校
は
な
く

な
っ
て
も
、
新
し
い
東
栄
小
学
校
で

「
げ
ん
き
で　

な
か
よ
く　

し
ん
け

ん
に
」
の
「
東
部
っ
子
」
が
羽
ば
た

く
こ
と
と

思
い
ま
す
。

「
げ
ん
き
で　

な
か
よ
く　

し
ん
け
ん
に
」
の
東
部
っ
子

東
部
小
学
校
長　

堂
地 

勝
馬

最後の「のき山市」。地域の人に感謝をこめて 

東
栄
町
の
小
学
生　

人
口
推
移

東
栄
町
の
小
学
校
沿
革



○
旧
御
園
小
学
校

　

地
域
住
民
と
出
身
者
の
賛
助
会
員
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
「
御
園
夢
村
興
し
隊
」
を
設
立
。
校

舎
を
「
花
ま
つ
り
の
館
」
と
し
て
花
祭
の

紹
介
、
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

○
旧
東
薗
目
小
学
校

　

和
太
鼓
集
団
「
志
多
ら
」
の
拠
点
と
し

て
利
用
。
運
動
場
は
、
地
域
住
民
が
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
す
る
な
ど
、
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

○
旧
足
込
小
学
校

　

地
域
住
民
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
な
ど
が

不
定
期
で
利
用
。

○
旧
月
小
学
校

　

年
に
数
回
、
日
本
福
祉
大
学
の
学
生
等

が
訪
れ
、宿
泊
研
修
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

○
旧
中
設
楽
小
学
校

　

校
舎
は
解
体
。
講
堂
や
運
動
場
で
は
、

希
望
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
地
区
で
ス

ポ
ー
ツ
用
品
を
購
入
。
ま
た
、
運
動
場
に

は
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
あ
ず
ま
や
を
設

置
。
講
堂
は
、
健
康
教
室
や
生
涯
学
習
な

ど
で
も
利
用
。

○
旧
粟
代
小
学
校

　

社
会
福
祉
法
人
が
「
山
の
学
校
」
と
し

て
利
用
。
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東栄町の小学校

平 

成
18
・
4

　

 

月
小
学
校
・
中
設
楽
小
学
校
・
中

央
小
学
校
を
統
合

　

東
栄
小
学
校
開
校

平 

成
19
・
3

　

古
戸
小
学
校
・
粟
代
小
学
校
閉
校

　

 （
全
児
童
数　

古
戸
小
5
名
・
粟

代
小
13
名
）

平 

成
19
・
4

　

東
栄
小
学
校
・
古
戸
小
学
校
・
粟 

　

代
小
学
校
を
統
合

　

東
栄
小
学
校
開
校

　

過
疎
化
、
少
子
化
と
い
う
時
代
の

流
れ
に
学
校
統
合
は
避
け
ら
れ
な
い

問
題
と
認
識
し
つ
つ
も
、
136
年
の
歴

史
を
有
し
、
3
千
人
近
く
が
卒
業
し

た
奈
根
小
学
校
の
最
後
を
見
届
け
る

こ
と
に
な
っ
た
私
と
し
て
は
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
環
境
整
備
の
た
め
の

統
合
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
も
、
そ
の

気
持
ち
に
は
、
や
や
複
雑
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ま
し
て
や
奈
根
小
学
校

が
母
校
で
あ
る
自
分
に
と
っ
て
、
学

校
閉
校
後
の
校
舎
・
校
区
を
想
像
す

る
と
、
淋
し
さ
と
悲
し
さ
が
た
め
息

と
と
も
に
つ
の
っ
て
く
る
二
年
間
で

し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
統
合
前
の
憂
い

を
吹
き
飛
ば
し
、
い
つ
ま
で
も
心
に

残
る
学
校
づ
く
り
を
し
た
い
。
新
し

い
小
学
校
へ
行
っ
て
も
奈
根
小
学
校

で
培
っ
た
力
を
発
揮
で
き
る
子
ど
も

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い
か

ら〈
あ
い
さ
つ
い
っ
ぱ
い
、笑
顔
い
っ

ぱ
い
、
明
る
さ
い
っ
ぱ
い
、
奈
根
小

学
校
〉
と
〈
授
業
が
本
務
、
研
究
は

責
務
、
研
究
の
基
礎
は
校
内
研
修
〉

を
合
い
言
葉
に
、
子
ど
も
の
〈
心
・

学
び
・
環
境
・
地
域
〉
に
視
点
を
あ

て
た
学
校
経
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

地
域
の
財
産
で
あ
り
、
地
域
の
核

で
あ
り
、
地
域
住
民
の
心
の
拠
り
所

で
あ
っ
た
奈
根
小
学
校
で
学
ん
だ
子

ど
も
た
ち
が
、
こ
の
後
も
あ
い
さ
つ

い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
明
る

さ
い
っ
ぱ
い
成
長
す
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
日
で
も
早
く
新
し
い
校

舎
が
建
設
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
飛
び
交
う
名
実
と
も
に
新
・
東

栄
小
学
校
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を

切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
関
係
す
る
全
て

の
皆
様
方
に
衷
心
よ
り
深
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

 　
　

奈
根
小
学
校
閉
校
へ
の
思
い

奈
根
小
学
校
長　

清
王 

一
正

小
学
校
の
利
用
あ
れ
こ
れ

旧古戸小学校旧粟代小学校



子育て家庭優待事業を 
始めます 
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　4月から愛知県と協働で子育て家庭を地域全体で支える「子

育て家庭優待事業」を開始します。それに伴い、「はぐみんカー

ド」を 3月中旬に配布します。

　子育て家庭優待事業とは、18歳未満の子どもをお持ちの子育て家庭と妊娠中の人に「はぐみんカー

ド」を配布し、このカードを愛知県、岐阜県、三重県内の協賛店舗・施設である「はぐみん優待ショッ

プ」で提示すると、お店が独自に設定する商品の割引やサービス等の特典が受けられます。

【有効期限】

子どもが満 18歳に達した最初の 3月 31までご利用いただけます。

【はぐみん優待ショップ】

【協賛店舗・施設の募集】

この事業を実施するにあたり協賛いただける店舗・施設を募集します。

サービス内容　　例（○％割引、粗品進呈、お菓子プレゼント、利率優遇等）

・申込方法　申込用紙をお渡しいたしますので住民課まで提出してください。

（「はぐみん優待ショップステッカー」を配布します。）

・申込期限　平成 22年 3月 31日（その後も随時募集します）

【問合せ先】住民課住民福祉係　76－ 0503

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
に
お
け
る

介
護
予
防
の
向
上
の
た
め
、
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動

し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、
地
域
の
福
祉

や
介
護
予
防
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

《
募
集
期
間
》
3
月
1
日
（
月
）
〜

《
ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容
》
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
行
う
介
護
予
防
事
業
の
運
営
補
助
・
参
加
支
援

《
活 

動
日
程
》
平
成
22
年
5
月
〜
平
成
23
年
2
月
の

事
業
開
催
日

《
対 

象
者
》
継
続
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で　

き
る
町
内
在
住
の
方
で

① 

活
動
中
に
知
り
得
た
個
人
情
報
を
外
部
に
漏
ら
さ

な
い
こ
と
。

② 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
。

③
活
動
に
際
し
て
は
無
報
酬
で
あ
る
こ
と
。

以
上
を
理
解
し
て
く
だ
さ
る
方

そ
の
他
／
3
月
末
〜
4
月
に
説
明
会
・
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
に

つ
い
て
は
後
日
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

せ
せ
ら
ぎ
会
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

七
七

－

二
〇
一
一

愛知県 名古屋市 岐阜県 三重県



1 月の契約（入札分）結果1月の契約（入札分）結果

前年度利用者数　6,102 

前年度利用者数　1,455 

前年度利用者数　750

施設利用のようす/1月 平成21年1月の利用者数 1月までの累計利用者数 

前年度利用者数 　188,567 
営業当初からの累計利用者数 1,867,660

 5,897 （5,747） 

 2,960 （1,277）  

 938 （750） 

 158,596 （161,920） 

 90 （32） 

 246 （48）  

 0 （2） 

 18,126 （18,980） と う え い 温 泉  

千 代 姫 バンガロー 村  

森林体験交流センター 
「スターフォーレスト御園」 

交 流 促 進 セ ン タ ー  
「 千 代 姫 荘 」 

施設利用のようす/1月 ※カッコ内は前年度同月による 「単位：人」 施設利用のようす/1月 

奨励金の種類 対象者 奨励内容

ふるさと就労奨励金

東栄町に家族を有する新規学卒者が定住
の意思をもって就職等した場合
①町内企業等に就職した場合
②町外企業等に就職した場合
※同一人１回限り
※同一事業所に 3ヶ月以上継続勤務
※自営、農林業も対象

① 10万円
②  7 万円

若者Uターン奨励金 Uターン者　※同一人１回限り 5万円

若者転入奨励金 I ターン者　※同一人１回限り 5万円

　東栄町では、若者の定住とＵ．Ｉターンを応援する若者定住奨励金を交付しています。
この奨励金により、東栄町の将来を担う若者たちの地元定住を促進し、活力に満ちた魅力あるまちづく
りをめざしています。

〔申請にあたっての留意事項〕
○事由発生日（転入日等）から 6ヶ月以内の申請者が奨励金の対象になります。
○この奨励金の対象者は新規学卒者 (義務教育以外は中退者含む）から 40歳以下の人です。
○ 5年以内に町から転出した場合は率に応じて返還を求めます。

平成22年3月号  No.6037

［単位：千円］

工事名等 業者名 落札価格 (予定価格 )

中央簡易水道漏水調査業務委託 フジ地中情報（株）名古屋支店 850

中央簡易水道配水池等清掃業務 ノダック（株） 920

奈根住宅白蟻駆除業務委託 （株）雨宮 岡崎営業所 468

防災備蓄倉庫購入 山佐産工（株） 3,960

問い合わせ先　役場企画課企画係 76－0502
次代を支える若者応援プロジェクト 若者定住奨励金制度があります 次代を支える若者応援プロジェクト 若者定住奨励金制度があります 次代を支える若者応援プロジェクト 若者定住奨励金制度があります 

 東栄町へ転入された方・就職された方へ 
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　1月 23 日、旧本郷高校で、「寺井直行サウンド・
インスタレーション」と題したコンサートとワーク
ショップが行われました。
　これは、12月 5日から 1月 24日まで行われていた、あいちアートの森「東栄町プロジェクト」
（来場：のべ 1,964 人）の一環で、手創りの楽器やコンピューターを使った音を披露しました。
　大きな琴や木琴のような楽器や、声を出すと音が鳴るピアノなど、見たこともない様々な楽器
が登場し、観客たちは不思議な音色に耳を傾けていました。
　また、実際に自分たちで楽器を使って音を出すなど、子どもから大人まで、現代アート音楽の

世界に引き込まれていました。

　1月 30 日、愛知大学経済学部の学生による、東栄町をテーマに取り組んできた卒業論文発表

会が開催されました。

　ここでは、ＧＩＳ（地理情報システム）を使っ

て町のバス路線の検討や災害状況の把握に利

用するシステム開発等について研究を積み重

ねてきた成果を発表しました。

　参加した担当職員たちは、ＧＩＳを利用し

て表現された町の姿を見て、地域に活用する

ため、真剣な表情で聞き入っていました。

　これは、愛知大学との連携に基づく提携事

業の一つとして行われました。



9 平成22年3月号  No.603

　2月 13 日、山梨県北杜市白州町で開催された「ダン
ス白州 2009 四つの節会 ( せちえ )」に御園花祭りが 5
年ぶり 2回目の出演をしました。
　ダンス白州は、世界的前衛舞踏家の田中泯（注 1）氏

が主宰する催しで、四季を通してのさまざまな創作舞踏などが披露されます。
　会場となった舞庭（15坪）は、2004 年に花祭りのために造られた特設の舞庭で、夕方から
夜にかけ神事と舞を 8演目披露しました。夜には厳しく冷え込みましたが、鬼の舞やゆばやし
では観客の活気ある囃しで、寒さを吹き飛ばすほどの盛り上がりを見せました。
　
　「あこがれの花祭　いつまでも」　田中泯より

　人権尊重の意識を高めることを目的とした「人権を理解する
作品コンクール」で、東栄小学校 5年の原田杏

あ み

実さん（中設楽）
の標語が、入選しました。
　これは、県内の小中学生 62,773 点の応募作品（標語の部）の
中から選ばれたもので、作品は下記のとおりです。
　入選おめでとうございます。
　同じことされても君は平気なの？
主催　名古屋法務局・愛知県人権擁護委員協議会 他

注 1） 田中泯　大河ドラマ龍馬伝の吉田東洋役で出演中。映画「たそがれ清兵衛」で第 26回日本アカデミー賞最優秀
助演男優賞・新人俳優賞を受賞した。



　

設
楽
町
や
豊
根
村
と
一
緒
に
バ

ス
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
町
村
を

越
え
て
共
同
で
バ
ス
の
運
行
を
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

設
楽
町
や
豊
根
村
ま
で
バ
ス
を

乗
り
換
え
る
こ
と
な
く
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

東
栄
町
内
は
ど
の
町
村
の
バ
ス

に
乗
っ
て
も
百
円
で
す
。
町
村
を

越
え
る
と
三
百
円
に
な
り
ま
す
。

　

東
栄
町
役
場
出
納
室
で
東
栄
町

の
定
期
券
だ
け
で
な
く
、
設
楽
町

や
豊
根
村
の
定
期
券
も
購
入
で
き

ま
す
。
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最
近
路
線
バ
ス
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

自
家
用
車
の
普
及
や
人
口
減
少
と
と
も
に
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
バ
ス
を
必
要
と
し
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

バ
ス
は
、
学
生
や
高
齢
者
な
ど
車
を
持
た
な
い
方
に
と
っ
て
、
通
学
・
通
院
・
買
い
物
な
ど
日
常
生
活
を
支
え
る
大
切
な
交
通
手
段
で
す
。

将
来
に
バ
ス
を
残
す
た
め
に
、
自
家
用
車
と
路
線
バ
ス
を
う
ま
く
使
い
分
け
て
、「
お
で
か
け
」
し
ま
せ
ん
か
？

一
月
一
日
か
ら
「
お
で
か
け
北
設
」
の
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　バスに乗るときは安全な場所

で手を挙げるなどしてわかるよ

うに合図をしてください。

ばすりんとうえいバ
ス
を
愛
用
し
て
設
楽
や
豊
根
の
運
転

手
さ
ん
に
も
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

▼
 

設
楽
町
バ
ス

▼ 
豊
根
村
バ
ス



　
「
バ
ス
停
ま
で
歩
く
の
が
面
倒
」「
自

分
の
行
き
た
い
時
間
に
バ
ス
が
動
い
て
い

な
い
」「
本
数
が
少
な
い
」
な
ど
、
自
家

用
車
に
乗
る
か
ら
と
い
う
こ
と
以
外
に
も

バ
ス
に
乗
ら
な
い
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

よ
う
で
す
。「
バ
ス
に
は
乗
ら
な
い
け
ど
、

バ
ス
が
な
く
な
る
の
は
ち
ょ
っ
と
・
・
・
。」

で
は
バ
ス
は
本
当
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
バ
ス
な
ら
天
気
の
悪
い
日
や
お
酒

を
飲
ん
だ
時
も
片
道
百
円
で
安
心
し
て
お

で
か
け
で
き
ま
す
。
車
内
で
の
お
し
ゃ
べ

り
は
元
気
の
素
と
な
り
ま
す
。
自
家
用
車

の
便
利
さ
に
す
っ
か
り
慣
れ
て
し
ま
っ
た

生
活
で
す
が
、
大
勢
の
人
を
運
ん
で
く
れ

る
バ
ス
の
良
さ
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

バ
ス
を
存
続
す
る
に
は
、
み
な
さ
ん

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
き
な
力

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
バ
ス
は
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
時
間
に
合
わ
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
バ
ス
の
時
間
に
合
わ
せ

て
お
で
か
け
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

バ
ス
路
線
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
慌
て
て

も
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
バ
ス
の
あ

る
生
活
を
続
け
る
た
め
に
、
今
か
ら
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
ま
し
ょ
う
。

　

五
月
か
ら
東
薗
目
線
沿
線
と
そ
の
周
辺

地
区
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
利
用
登
録
を

さ
れ
た
方
を
対
象
に
予
約
に
よ
る
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
予
約
バ
ス
は
、
自
宅
近
く

と
本
郷
地
区
と
を
結
ぶ
新
し
い
交
通
手
段

で
す
。
タ
ク
シ
ー
と
は
違
う
た
め
、
他
の

人
と
同
乗
し
た
り
、
乗
り
た
い
時
間
と
ず

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
運
行
時
間
は
、

月
〜
金
曜
日
が
午
前
9
時
ご
ろ
か
ら
午
後

3
時
ご
ろ
ま
で
、
土
曜
日
は
午
前
8
時
ご

ろ
か
ら
午
後
6
時
ご
ろ
ま
で
で
す
。
予
約

バ
ス
は
、
昼
間
の
時
間
帯
に
運
行
す
る
た

め
、
主
に
車
を
持
た
な
い
高
齢
者
の
方
を

対
象
に
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

予
約
バ
ス
の
利
用
の
仕
方
な
ど
、
詳
し

い
こ
と
は
、
事
前
に
登
録
の
あ
っ
た
方
へ

直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

予
約
バ
ス
の
運
行
に
伴
い
、
五
月
か
ら

は
、
東
薗
目
線
は
平
日
の
2
便
目
と
土
曜

日
の
運
行
が
取
り
止
め
と
な
り
ま
す
。
こ

の
時
間
に
お
で
か
け
さ
れ
る
方
は
、
予
約

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。。

　

ご
挨
拶
が
お
そ
く
な
り
ま
し
た
。
お
で

か
け
北
設
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
ば
す
り
ん
」
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
「
お
で
か
け
」
を
お
手
伝

い
す
る
の
が
仕
事
で
す
。
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
郡
内
を
駆
け
巡
り
、
み
な
さ
ん

の
足
を
支
え
ま
す
。
是
非
バ
ス
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
「
お
で
か
け
北
設
」
の
取
組
み
は
、
国

と
愛
知
県
か
ら
支
援
を
受
け
て
行
う
3
年

間
の
実
証
実
験
で
す
。
こ
の
期
間
は
、
そ

の
後
支
援
が
な
く
て
も
続
け
て
い
け
る
よ

う
な
仕
組
み
を
考
え
て
い
く
た
め
の
期
間

で
す
。

　

確
か
に
自
家
用
車
は
、
大
変
便
利
な
も

の
で
す
が
、
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
が
安
心
し
て
こ
の
地
域
で
生
活
を

続
け
て
い
く
た
め
に
、
公
共
交
通
に
対
す

る
私
た
ち
自
身
の
意
識
を
変
え
る
と
き
で

す
。
今
は
乗
ら
な
く
て
も
、
将
来
お
子
さ

ん
が
通
学
で
利
用
し
た
り
、
い
つ
か
自
由

に
自
家
用
車
に
乗
れ
な
く
な
る
と
き
が
来

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

公
共
交
通
は
地
域
の
た
め
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
公
共
交
通
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
も
、
バ
ス
に
「
乗
っ
て
守
っ
て
将
来

に
つ
な
ぐ
」に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
で
か
け
バ
ス
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
お

問
い
合
わ
せ
は･･･

総
務
課
総
務
係

　

電
話　

七
六

－

○
五
○
一

平成22年3月号  No.60311
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東
三
河
農
業
共
済
組
合
の
支
所
が
統
合
さ

れ
ま
す
。

　

新
城
設
楽
支
所
（
新
城
市
鳳
来
総
合
支

所
内
）
が
廃
止
と
な
り
、
現
在
の
宝
飯
地

区
支
所
へ
統
合
し
、
4
月
1
日
よ
り
新
た

に
豊
川
支
所
（
仮
称
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　

加
入
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
不
便
を

お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
迅

速
な
対
応
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
共
済
加
入
者
の
皆
さ
ま
の

一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
平
成
22
年
4
月
1
日
よ
り
開
始
】

〒
四
四
一

－

〇
一
〇
三

　
　

豊
川
市
小
坂
井
町
門
並
一
八

東
三
河
農
業
共
済
組
合
豊
川
支
所（
仮
称
）

（
ひ
ま
わ
り
農
協
小
坂
井
事
業
所
内
）

電　

話　

〇
五
三
三

－

七
三

－

三
〇
五
二

問
い
合
わ
せ
先　

東
三
河
農
業
共
済
組
合
新
城
設
楽
支
所

電　

話　

〇
五
三
六

－

三
二

－

六
〇
三
三

（
3
月
末
ま
で
）

　

平
成
22
年
１
月
１
日
よ
り
、
廃
消
火

器
の
引
取
り
・
適
正
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル

と
い
う
効
率
的
な
回
収
シ
ス
テ
ム
と
し
て

「
廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」
の

運
用
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、古
く
な
っ
た
消
火
器
は
、

「
特
定
窓
口
」
へ
連
絡
し
て
、
引
き
取
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
特
定
窓
口
」
と
は
、
消
防
用
品
取
扱

店
の
う
ち
、
登
録
を
受
け
た
業
者
に
限
ら

れ
る
た
め
、
消
火
器
の
処
分
を
検
討
さ
れ

て
い
る
方
は
、
新
城
市
消
防
本
部
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

新
城
市
消
防
本
部
消
防
総
務
課

〇
五
三
六

－
二
二

－

四
八
〇
二

　

事
務
処
理
の
合
理
化
、効
率
化
の
た
め
、

　

住
基
カ
ー
ド
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
）
は
、
市
区
町
村
が
交
付
す
る
安
全
性

に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
こ
と
で
す
。
種

類
は
、
写
真
付
き
と
写
真
な
し
の
2
種
類

が
あ
り
、
希
望
す
る
カ
ー
ド
を
選
択
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
電

子
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
特
に
写
真

付
き
の
も
の
で
は
運
転
免
許
証
と
同
様
に

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。

　

住
基
カ
ー
ド
は
、
住
民
登
録
の
あ
る
市

区
町
村
の
窓
口
で
申
請
と
受
け
取
り
が
で

き
、
有
効
期
限
は
10
年
で
す
。

　

申
請
の
際
に
は
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス

ポ
ー
ト
等
の
写
真
付
証
明
書
、
お
よ
び
手

数
料
500
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　
　

役
場
住
民
課
住
民
福
祉
係

　
　
　
　
　

七
六

－

〇
五
〇
三

（写真付き）住基カード

（写真無し）住基カード

　

先
日
中
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
休
業
日
に
敷
地
内
へ
侵
入
し
、
可
燃

性
粗
大
ご
み
（
木
製
2
段
ベ
ッ
ド
）
を
無

断
で
投
棄
す
る
と
い
う
事
例
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

廃
棄
物
の
処
理
業
務
は
、
各
町
村
か
ら

の
多
額
の
負
担
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不
法
に
投
棄
さ
れ
た

廃
棄
物
の
処
理
費
用
に
も
、
各
町
村
か
ら

の
大
切
な
負
担
金
を

使
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て

適
正
に
廃
棄
物
を
排

出
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

廃
消
化
器
の
 

　
リ
サ
イ
ク
ル
が
 

　
　
　
始
ま
り
ま
す
 

東
三
河
農
業
共
済
組
合
か
ら
 

支
所
統
合
の
お
知
ら
せ
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

　
　
　
「
住
基
カ
ー
ド
」

不法に投棄された可燃性粗大ごみ（木製 2段ベッド）

北
設
広
域
事
務
組
合
か
ら
の

お
知
ら
せ
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◆
お
悔
や
み

氏　

名

年
齢

住
所

鈴　

木　

正　

夫

89

本
郷

平　

賀　
　

92

下
川

佐
々
木　

一
之
介

85

下
川

丸　

山　

康　

夫

79

振
草

月
　
日
〜
　
月
　
日
受
付 

※
戸
籍
の
窓
口
は
家
族
の
人
が
了
解
さ
れ
た
場
合
の
み
 

 
掲
載
し
て
い
ま
す
 

16

15

2

1

　町では、「空き家情報活用制度」に基づき、空き家の情報提供を行っています。

　これは、空き家を貸したい（売りたい）人と空き家を借りたい（買いたい）人がそれぞれ町に登録し、

町が双方に情報提供するシステムです。

　最近では、空き家を借りたいという問い合わせは多いのですが、空き家を貸してもよいという物件が

少なく、十分に情報提供できていないのが現状です。

　東栄町内の空き家提供可能な方、または情報をお持ちの方は、役場企画課までご連絡ください。

　●平成 21年中空き家制度活用実績（契約成立）　1件

　● この制度は、町が情報提供を行い、家賃・条件などの交渉や契約は所有者と希望者の間で行ってい

ただくものです。

問い合わせ先　役場企画課企画課係　76－ 0502

　

今
年
も
豊
川
お
や
こ
文
化
の
会
の
皆
さ

ん
の
協
力
で
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
3
月
14
日
（
日
）

　
　
　

午
前
11
時
か
ら
（
45
分
）

会
場
／
東
栄
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

　
　
　

2
階　

研
修
室

演
題
／
①
「
ブ
タ
飼
い
と
ヒ
ツ
ジ
飼
い
」

　
　
　

② 

「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
て
ん
ぐ

ち
ゃ
ん
」

　

ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

東
栄
町
教
育
委
員
会　

七
六
‐
一
二
六
六

交渉・契約 

空き家所有者 

役　場 

【役場へ物件登録】 

【希望者との交渉】 

【情報管理】 

【物件紹介】 利用希望者 
【役場へ希望登録】 

【所有者との交渉】 

物件募集 

物件登録 

P R

希望登録 

連 絡 連 絡 

　

不
登
校
や
い
じ
め
、
社
会
的
ひ
き
こ

も
り
や
ニ
ー
ト
な
ど
、
青
少
年
の
悩
み

に
こ
た
え
る
た
め
、「
若
者
情
報
室
」
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所　

新
城
市
字
町
並
304
番
地
4

　

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー
1
Ｆ

受
付
日
時

　

火
曜
〜
金
曜　

13

：

00
〜
17

：

00

電
話　

〇
五
三
六

－

二
三

－

八
七
八
〇

ご
相
談
く
だ
さ
い

「
N
P
O
法
人
い
ま
か
ら
」

（
青
少
年
自
立
支
援
）
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　3月は転入・転出など、引越しが多くなる時期です。その際、役場へのさまざまな届出が必要となり

ます。転出された方は、新しい住所に移った日から「14日以内」に住所地に転入届をしてください。

※新住所地での詳しい手続きについては新住所地の市区町村窓口にお問い合わせください。

対象となる方 東栄町での手続き 担当課・係 新住所地での手続き

① 印鑑登録をしている方
転出予定日以降に使用できなくな
りますので返却または廃棄してく
ださい。 住民課

住民福祉係

あらためて、印鑑登録の手続きを
してください。

② 住民基本台帳カードをお持ち
の方 転出届出時に返却してください。 カードを作られる方は、あらため

て手続きしてください。

③ 公立の小学校及び中学校の児
童生徒

① 印鑑を持参して手続きをしてく
ださい。

② 現在通学している学校で在学証
明書及び教科用図書給与証明書
の交付を受けてください。

教育委員会

① 印鑑を持参して手続きをしてく
ださい。

② 指定された学校へ転入届の際、
在学証明書と教科用図書給与証
明書を持参してください。

④ 国民健康保険に加入にしてい
る方

被保険者証の返還をしてくださ
い。

住民課
国保係

転入届の際、すみやかに加入の手
続きをしてください。

⑤
福・障害・子育て（小中学生）・
子ども母子医療の助成を受け
ている方

医療を受給者証と印鑑を持参して
手続きをしてください。

住民課
住民福祉係

所得証明書やその他資料の必要な
場合がありますので、新住所地に
お問い合わせください。

⑥ 後期高齢者医療に加入してい
る方

被保険者証、印鑑を持参して手続
きをしてください。

住民課
国保係

14日以内に被保険者証を提示して
手続きをしてください。

⑦ 児童手当を受けている方 資格消滅の手続きをしてくださ
い。

住民課
住民福祉係

転出予定日から 15 日以内に所得
証明書を持参して手続きをしてく
ださい。

⑧ 児童扶養手当の認定を受けて
いる方

県外転出の場合は手当証書と印
鑑を持参して手続きをしてくださ
い。

所得証明書等の必要な場合があり
ますので、新住所地にお問い合わ
せください。

⑨
身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳をお
持ちの方

印鑑を持参して手続きをしてくだ
さい。

手帳・印鑑を持参して手続きをし
てください。

⑩ 介護保険に加入している方

被保険者証を返還してください。
要支援・要介護認定を受けている
方は受給資格証明書の交付を受け
てください。

住民課
介護保険係

14日以内に必ず受給資格証明書を
持参して手続きをしてください。

⑪ 水道・下水道の使用中止 印鑑を持参して手続きをしてくだ
さい。 水道課 新住所地にお問い合わせください。

⑫
東栄町のナンバープレートの
付いたバイク（125cc 以下）
をお持ちの方

ナンバープレート、印鑑を持参し
て手続きをしてください。

総務課
住民税係

廃車証明書・印鑑を持参して、新
住所地でナンバープレートの交付
を受けてください。



○
優
良
講
習(

ゴ
ー
ル
ド)

の
人

　
　

 

更
新
手
続
き
の
後
、
警
察
署
内
で
30

分
程
度
の
講
習
後
、
交
付
。

○
高
齢
者
講
習
済
の
人

　
　

更
新
手
続
き
後
、
交
付
。

○
一
般･

違
反
運
転
者
講
習
の
人

　
　

 

手
続
き
し
た
次
の
講
習
日
に
交
付
。

平成22年3月号  No.60315

◆東栄町の犯罪発生状況（1月中）

◎刑法犯総数 2 件 （2）
・窃盗犯 1 件 （1）
［自動販売機ねらい］ 0 件 （0） 
［車上ねらい］ 0 件 （0） 

参考）郡内の犯罪発生状況（1月中）

◎刑法犯総数 2 件 （2）
・窃盗犯 1 件 （1）

〜
み
な
さ
ん
の
身
近
な
情
報
が

犯
人
逮
捕
に
つ
な
が
り
ま
す
〜

◎
ド
ロ
ボ
ウ
を
捕
ま
え
る
た
め
に

　

毎
日
の
よ
う
に
多
く
の
犯
罪
が
発
生

し
、
警
察
で
は
、
全
力
を
挙
げ
て
捜
査
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
効
率
的
な
捜
査

の
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
迷
惑
か
な
。」

　
「
確
か
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
ら
。」

と
思
わ
ず
、
あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ

に
警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
こ
ん
な
時
に
は
、
す
ぐ
1
1
0
番

○ 

付
近
の
様
子
を
う
か
が
い
な
が
ら
、
う

ろ
つ
く
人
が
い
る
。

○
留
守
の
家
か
ら
物
音
が
す
る
。

○
飼
い
犬
が
異
常
な
吠
え
方
を
す
る
。

○ 

見
知
ら
ぬ
車
が
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま

ま
、
い
つ
ま
で
も
停
ま
っ
て
い
る
。

月
例
会
成
績
表
 

囲
碁
大
会
 

会
長
杯
戦
 

2
月
4
日
／
恵
真
館
道
場
 

1
月
17
日
 

1
部
　
 優
勝
 
伊
　
藤
　
　
　
美
 

 

2
位
 
三
　
城
　
信
　
和
 

 

3
位
 
伊
　
藤
　
　
勉
 

2
部
 
優
勝
 
森
　
上
　
祥
　
高
 

 

2
位
 
青
　
山
　
　
進
 

 

3
位
 
平
　
野
　
浩
　
司
 

女
子
 
優
勝
 
平
　
野
　
里
　
美
 

総
合
優
勝
 
青
　
山
　
　
進
 

優
 
勝
 
 
原
 
田
 
和
 
人
 

2
 
位
 
 
伊
 
藤
 
芳
 
孝
 

3
 
位
 
 
伊
 
藤
 
百
 
亀
 

東
栄
町
 

弓
友
会
 

※（  ）内は 1月からの累積

No.215

講
習
日
／
3
月
11
日
、
4
月
8
日

○ 

駐
車
車
両
の
中
を
の
ぞ
き
込
む
人
が
い

る
。

あ
れ
っ
！
い
つ
も
見
ぬ
顔
？
知
ら
ぬ
顔
？

迷
わ
ず
通
報
！

き
っ
と
役
立
つ
、
あ
な
た
の
記
憶
！

免
許
更
新
の
案
内
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中部の未来創造大賞　奨励賞
　　～とうえい宝の山づくり実行委員会～

　チェンソーアートをとおして、子供たちへ「木の素晴らしさ
や楽しさ」「森林の持つ豊かな可能性」「自然環境・循環の大切さ」
を伝える活動、また地域資源を使った地域の活性化を図る活動
が評価されました。今年の 5月 29・30日には「チェンソ―アー
ト世界大会」も開催され、今後の活躍が楽しみです。

第 38回　医療功労賞
　東栄病院　夏目忠　院長

　長年にわたり地域医

療に貢献した人に贈ら

れる「医療功労賞」を

受賞され、2 月 2 日、

名古屋市で表彰式が行

われました。

　夏目先生は、1990

年、東栄病院に赴任され、2003 年 6月に院長

に就任されました。以来、赤字経営から黒字へ

と転換するなど病院改革に取り組まれ、その成

果が認められたものです。

愛知県交通安全推進協議会会長感謝状
　金田初惠さん（本郷）

　1月 21日、愛知県芸術文

化センターで表彰式が行わ

れました。これは、街頭活

動に従事し、交通安全活動

の推進に協力した人に贈ら

れる感謝状です。

　金田さんは、毎朝本郷の

交差点やバス停に立ち、通学してくる児童の見守り

や、交通安全の啓発を行っています。「毎日大変で

すね」の質問に、「子供たちの元気なあいさつを聞

くと、こっちも元気をもらえます」とにっこり。

楽
し
み
、
特
技
な
ど

　

み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
の
、「
若
松
屋
製
菓
」
の

3
代
目
大
将
で
す
。
2
年
間
専
門
学
校
で
お
菓
子

作
り
を
学
び
、
さ
ら
に
2
年
間
、
洋
菓
子
店
で
修

業
し
た
の
ち
、
24
年
前
、
東
栄
町
に
帰
っ
て
き
た

そ
う
で
す
。
現
在
、
若
松
屋
さ
ん
の
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
を
飾
る
20
種
類
ほ
ど
の
色
と
り
ど
り
の
和
・
洋

菓
子
は
、
林
さ
ん
が
毎
日
作
っ
て
い
ま
す
。
季
節

に
よ
っ
て
旬
の
素
材
を
使
っ
た
お
菓
子
が
登
場
す

る
の
で
、
お
菓
子
を
通
し
て
季
節
を
味
わ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
！
ち
な
み
に
こ
の
時
期
の
お
す
す
め

は
い
ち
ご
羽
二
重
と
み
か
ん
大
福
だ
そ
う
。

私
の
東
栄
町
お
す
す
め
情
報

　

新
橋
の
下
の
河
原
に
、
も
う
す
ぐ
桜
が
咲
き
ま

す
。桜
並
木
が
と
て
も
き
れ
い
で
お
す
す
め
で
す
。

林　

敏
和
さ
ん
（
下
川
）

東
栄
町
在
住
歴　

41　　
年

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
東
栄
町
に
住
む
人
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
来
月
は
、
今
月
登
場
し
た
人
に
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受　賞
おめでとうございます


